
図１　子育てで負担に思うこと（３つまで）

子育てによる
身体の疲れが大きい

子育てによる
精神の疲れが大きい

子育てで出費がかさむ

子どもから目が離せない
ので気が休まらない

子どもと過ごす時間が
十分持てない

仕事が十分に出来ない

夫婦で楽しむ時間がない

自分の自由な時間が
持てない

特にない

その他
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１　

子
ど
も
の
貧
困
と
格
差

統
計
調
査
に
基
づ
い
て
８
つ
の

市
民
像
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
か
つ

て
な
い
〝
不
安
の
時
代
〞
の
市
民

生
活
の
実
態
を
探
っ
た
「
横
浜
市

民
生
活
白
書
２
０
０
９
」。
意
欲

的
で
大
胆
な
問
題
提
起
で
あ
る
と

と
も
に
、
横
浜
市
職
員
と
し
て
、

ヒ
ン
ト
あ
ふ
れ
る
貴
重
な
調
査
報

告
だ
と
受
け
と
め
て
い
る
。

最
初
に
、
白
書
で
分
析
さ
れ

て
い
る
格
差
の
中
で
も
、
経
済
的

格
差
の
世
代
別
傾
向
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
か
つ
て
経
済
的

困
窮
は
、
日
本
で
は
高
齢
期
の
リ

ス
ク
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
今
日

で
は
「
子
ど
も
」
と
「
若
者
」
の

貧
困
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
人
生

の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
既
に
機
会
や

選
択
肢
の
不
平
等
が
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
自
力
で
困
窮
状
態
か
ら
抜

け
出
し
に
く
く
、
世
代
間
連
鎖
が

起
こ
り
が
ち
と
い
う
点
で
、
子
ど

も
の
貧
困
問
題
は
特
に
深
刻
で
あ

る
。
背
景
は
様
々
だ
が
、
昨
今
の

経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
る

「
生
活
困
難
層
」
の
問
題
、
な
か

で
も
顕
著
な
の
が
母
子
世
帯
の
状

況
で
あ
る
。
本
市
の
母
子
世
帯
数

は
、
平
成
12
年
か
ら
17
年
ま
で
の

5
年
間
で
24
％
増
と
大
き
く
増
加

し
（
国
勢
調
査
）、
年
間
の
世
帯

総
収
入
（
児
童
扶
養
手
当
・
養
育

費
等
を
含
む
）
に
お
い
て
約
半
数

（
45
％
）
が
３
０
０
万
円
未
満
と

い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
る
（
平
成

20
年
度
こ
ど
も
青
少
年
局
調
査
）。

そ
の
中
で
、
こ
こ
に
来
て
子
ど

も
に
対
す
る
公
的
支
出
の
少
な
さ

に
関
す
る
問
題
提
起
が
多
方
面
か

ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
国
が
主
導

的
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
自
治
体

と
し
て
も
、
一
定
の
機
会
の
平
等

を
保
障
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
福

祉
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
〝
投

資
〞
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
は
、
子

ど
も
や
子
育
て
家
庭
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
就
労
支
援
や
社
会
保

障
制
度
の
維
持
と
い
っ
た
観
点
か

ら
社
会
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
で

も
あ
る
。
そ
う
し
た
認
識
を
、
市

民
の
共
通
理
解
と
し
て
求
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
る
。

育
児
不
安
・
負
担―

課
題
の
見
え
に
く
さ

で
は
、
横
浜
に
お
け
る
子
育
て

の
課
題
と
は
何
か
。

昨
今
、
都
市
部
を
中
心
に
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

保
育
所
不
足
に
よ
る
待
機
児
童

の
増
加
で
あ
る
。
全
国
最
多
の

１
２
９
０
人
（
平
成
21
年
４
月
１

日
）
の
待
機
児
童
を
抱
え
る
横
浜

市
に
お
い
て
も
、
保
育
所
整
備
は

子
育
て
支
援
策
の
最
重
要
課
題
の

１
つ
だ
。

一
方
で
、
子
育
て
支
援
策
に
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
現
実
の
リ
ス
ク
に

対
応
し
て
解
決
す
べ
き
課
題
は
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
の
中
で
、
子
育

て
家
庭
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
と

し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
白

書
の
市
民
像
１
「
経
済
的
に
大
き

な
不
安
を
抱
え
る
子
育
て
世
代
」

に
も
あ
る
と
お
り
、
経
済
的
な
負

担
で
あ
る
。
子
ど
も
・
教
育
分
野

へ
の
公
的
支
出
の
少
な
い
日
本
に

あ
っ
て
、
各
家
庭
の
負
担
は
大
変

重
く
、
ま
さ
に
市
民
生
活
の
リ
ス

ク
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
子
育
て
家
庭
の
課
題
が

経
済
的
負
担
に
集
約
さ
れ
る
と
考

え
る
の
は
少
々
乱
暴
で
あ
り
、
子
ど

も
の
年
齢
や
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、

も
う
少
し
丁
寧
な
分
析
が
必
要
だ
。

特
に
、
地
域
に
お
け
る
乳
幼
児
期

の
子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、
多

く
の
家
庭
に
共
通
す
る
も
う
１
つ

の
〝
見
え
に
く
い
〞
課
題―

―

育

児
不
安
や
精
神
的
・
身
体
的
な
負

担
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
ど
も
青
少
年
局
が
平
成
20
年

度
に
実
施
し
た
「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）
策
定

に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
」（
以
下
、

ニ
ー
ズ
調
査
）
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
子
育
て
で
負
担
に
思
う
こ
と

は
、「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
持

て
な
い
」（
51
・
9
％
）
が
、「
出

費
が
か
さ
む
」（
49
・
4
％
）
と

並
ん
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。「
身
体

の
疲
れ
」
や
「
精
神
の
疲
れ
」
も

３
割
を
越
え
、
祖
父
母
な
ど
の
日

常
的
な
支
え
が
な
い
人
ほ
ど
、
精

神
的
・
身
体
的
疲
れ
が
大
き
い（
図

１
）。
ま
た
、
子
ど
も
を
虐
待
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と

き
が
あ
る
人
が
全
体
の
４
分
の
１

（「
あ
る
」
1
・
3
％
、「
と
き
ど

き
あ
る
」
23
・
8
％
）
に
上
り
、

背
景
に
「
身
体
や
精
神
の
疲
れ
が

執
筆倉

田　

真
希

こ
ど
も
青
少
年
局
企
画
調
整
課

企
画
調
整
担
当
係
長

２

「
横
浜
市
民
生
活
白
書
２
０
０
９
」
を
読
み
解
く

③
子
育
て
支
援
か
ら
見
る
市
民
生
活
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性

特
集 

《1》
様
々
な
角
度
か
ら
見
た
市
民
生
活
白
書



図２　平日、父親が子どもと一緒に過ごす時間
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大
き
い
」（
71
・
5
％
）
こ
と
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
乳

幼
児
期
に
関
し
て
、
子
育
て
支
援

の
最
大
の
ニ
ー
ズ
は
、
経
済
的
な

負
担
軽
減
と
並
ん
で
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
、
育
児
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
人
の
存
在
や
、
そ
れ
に
代

わ
る
人
的
支
援
な
の
だ
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
白
書
に
興

味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。「
子
育
て

を
支
え
る
人
間
関
係
」
に
着
目
し

て
子
育
て
満
足
度
や
不
安
等
を
分

析
し
た
結
果
、
①
「
支
え
の
少
な

い
母
親
の
孤
立
し
た
家
庭
」（
夫
婦

＋
子
ど
も
１
人
）
に
比
べ
て
、
②

「
収
入
は
少
な
い
が
支
え
の
あ
る
母

子
家
庭
」
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
安

定
感
が
あ
る
と
い
う
。
①
の
母
親

は
常
勤
や
パ
ー
ト
就
労
が
多
く
世

帯
収
入
も
低
く
な
い
が
、
日
常
的

な
支
え
が
少
な
く
、
育
児
不
安
が

強
く
、
虐
待
を
自
覚
す
る
割
合
が

高
い
。
②
は
収
入
が
低
く
生
活
の

満
足
感
は
低
い
も
の
の
、
祖
父
母

同
居
な
ど
日
常
的
な
支
え
が
多
く
、

子
育
て
満
足
度
は
相
対
的
に
高
い

の
で
あ
る
。

実
際
、
家
族
構
成
に
か
か
わ

ら
ず
、
今
日
の
子
育
て
事
情
は

〝
頼
み
に
な
る
の
は
不
在
が
ち
な

父
親
よ
り
、
そ
ば
に
い
る
祖
父

母
（
! !
）〞
な
の
か
も
し
れ
な
い

（
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
れ
ば
、
父
親

が
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
に
つ
い

て
、
全
体
の
７
割
以
上
が
２
時
間

以
下
、「
０
時
間
」
も
１
割
強
存

在
す
る　

図
２
）
が
、
横
浜
に
お

い
て
祖
父
母
と
の
同
居
・
近
居
は

少
数
派
で
あ
り
（
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
、
同
居
は
１
割
以
下
、
近
居
が

３
割
程
度
）、
親
子
の
身
近
な
居

場
所
や
相
談
支
援
と
い
っ
た
施
策

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
「
か
が
や
け
横
浜
こ
ど

も
青
少
年
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
」（
白
書

に
緑
区
の
「
い
っ
ぽ
」
の
紹
介
が

あ
る
）
や
「
親
と
子
の
つ
ど
い
の

広
場
」
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
子
育

て
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
、
今
後
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

子
育
て
に
希
望
の
も
て
る

社
会
づ
く
り
を

白
書
で
は
、
市
民
像
１
に
子
育

て
世
代
が
特
徴
的
に
表
れ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
が
、
子
ど
も
政

策
の
観
点
か
ら
は
、市
民
像
２「
生

活
不
安
の
な
い
経
済
的
・
社
会
的

に
恵
ま
れ
た
若
年
世
代
」
に
も
着

目
し
た
い
。
特
に
「
市
民
像
か
ら

見
る
格
差
の
実
態
」
に
お
け
る
市

民
像
２
の
分
析
「
恵
ま
れ
た
状
況

下
に
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
子
育
て

を
選
択
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）

次
世
代
の
形
成
を
人
生
上
の
選
択

と
し
な
い
若
年
層
の
増
加
は
、
少

子
化
問
題
と
い
う
将
来
へ
向
け
た

深
刻
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
」

の
部
分
に
つ
い
て
は
、私
見
だ
が
、

異
な
る
見
方
を
提
案
し
た
い
。

生
活
満
足
層
が
８
割
以
上
を
占

め
る
市
民
像
２
だ
が
、
そ
も
そ
も

こ
の
中
に
は
高
校
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
る
家
庭
が
３
分
の
１
以
上

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
像

２
の
４
分
の
１
弱
は
20
歳
代
で
あ

る
。
横
浜
市
民
の
平
均
初
婚
年
齢

が
男
性
30
・
9
歳
、
女
性
28
・
8

歳
（
２
０
０
５
年
）
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
多
く
の
20
歳
代

に
と
っ
て
子
育
て
は
現
実
味
が
な

い
、〝
先
の
話
〞
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
市
民

像
１
と
２
の
リ
ス
ク
の
違
い
は
、

子
ど
も
の
有
無
や
子
育
て
へ
の
志

向
の
表
れ
と
い
う
よ
り
も
、
経
済

的
基
盤
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
と

言
え
そ
う
だ
。
少
な
く
と
も
市
民

像
２
の
人
た
ち
は
、
結
婚
や
子
育

て
を
現
時
点
で
拒
否
し
て
い
る
と

考
え
な
い
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
よ

う
に
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
う
集
団
に

対
応
策
は
不
要
か
と
い
え
ば
答
え

は
「
ノ
ー
」
で
あ
ろ
う
。
特
に
若

年
層
に
お
い
て
、
個
人
の
選
択
の

自
由
は
確
保
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、

社
会
の
あ
り
方
や
個
々
人
の
就
労

環
境
等
の
理
由
で
結
婚
や
子
育
て

を
選
択
で
き
な
い
（
し
に
く
い
）

人
が
増
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
晩
産
化
・
少
子

化
は
不
幸
で
あ
り
、
社
会
と
し
て

放
置
す
べ
き
で
な
い
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
昨
今

の
日
本
社
会
で
は
、
子
育
て
の
大

変
さ
や
負
担
感
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
、
子
育
て
の
魅
力
や
楽
し
さ
を

実
感
し
に
く
い
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
実
際
、
身
近
で
乳
幼

児
に
ふ
れ
あ
う
機
会
は
少
な
い

（
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
る
と
、
18
〜

29
歳
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
に

赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
36
・
8
％
と
い
う
）。

加
え
て
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
は
連
日

の
よ
う
に
子
育
て
の
負
担
感
や
困

難
さ
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
理
想
の
子
ど
も
の
数
は
３
人

が
最
多
だ
が
、
現
実
に
は
２
人
以

下
と
い
う
状
況
か
ら
も
推
測
さ
れ

る
よ
う
に
、
子
育
て
家
庭
に
お
い

て
さ
え
も
、
子
育
て
の
楽
し
さ
も

知
り
つ
つ
、
時
に
同
じ
く
ら
い
、

困
難
や
負
担
感
を
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、子
育
て
支
援
は
、

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、
地
域
社
会
全
体
へ
の
働
き
か

け
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
に
な
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
え
る
と
と

も
に
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
結
婚
や
出
産
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
問
題
で
あ
り
、
行

政
が
取
り
組
む
べ
き
は
、
少
子
化

対
策
よ
り
、
む
し
ろ
「
安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」

「
よ
り
多
く
の
人
が
、
子
育
て
や

子
ど
も
の
育
つ
環
境
に
明
る
い
展

望
を
持
て
る
社
会
づ
く
り
」
だ
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か―

―

、
あ
ら
た
め
て
原
点
に

立
ち
返
り
、
地
域
の
課
題
に
耳
を

傾
け
つ
つ
、
日
々
の
業
務
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
。

３


